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　今回は、昨年の指定野菜の価格動向の
特徴を振り返る。
　指定野菜14品目の卸売価格（東京中央
卸売市場）は、1月、2月は低温や記録的
大雪もあり平年を上回った後に下落傾向
であったが、8月、9月には高温・干ば
つ、局地的な大雨・低温等から平年を大
幅に上回った。その後、10月、11月には
好天に加え、先発産地と後続産地の出荷
が重なり、一転して平年を大幅に下回る
など、平年にない大きな変動となった。
　品目別にみると、例えば、はくさい
は、8月、9月は主産地の長野産が台風後
の長雨と曇天の影響等から高騰したが、
10月以降は後続の茨城産の豊作基調等も
加わり価格は低迷した。
　レタスは、主産地の長野産が同様に8
月、9月に高騰した後、10月、11月は後
続の茨城産の潤沢な出荷も加わり低迷し
たが、端境期となった12月には寒波によ
る静岡産の生育停滞等から再び高騰し
た。
　このように一部の葉茎菜類では価格の
乱高下が見られたが、例えば、主産地
シェアが高く貯蔵品出荷も多いたまねぎ
やばれいしょでは、主産地の作柄の良否
で規定された価格水準が一定期間続い
た。
　たまねぎは、1月～8月は、前年収穫の
北海道産、後続の佐賀県産がともに不作
のため高値が続いたが、10月以降は北海
道産の作柄が良好となり平年を下回っ
た。
　ばれいしょは、1月～3月に出回る前年
収穫の北海道産、4月～6月の鹿児島産や
長崎産、9月以降の北海道産がいずれも
作柄が良く、年間を通して平年を下回っ
た。
　気象変動が野菜の需給・価格に与える
影響度合いは、品目毎に自ずと異なる
が、その軽減を図るためには、作柄安定
化や産地の分散・連携、カットも含めた
販売ロットの変更、代替品の調達・購
入、的確な需給見通しの提供など、産
地、消費・実需側双方の取組が重要であ
る。
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